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I report on the results of the Thai government's scholarship acceptance program, international students from Princess 
Chulaporn Science High School, Thailand. In particular, I will describe the actual support methods for first-year natural 
sciences. The most important part in this report is the position of language courses and natural sciences from the 
implementation plan to the results of the relationship between the language and the science learning system. 
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１．緒 言 

 

 現在，世界のグローバル化は急速に進んでおり，

国際社会の中で通用する優れた人材育成がこれま

で以上に重要な要素となってきている．日本の一部

の国立高専においても，タイ王国チュラポーン王女

サイエンスハイスクール中等部から優秀なタイ政

府奨学金留学生を受け入れ，各地域との連携のもと

にプロジェクトが進められてきている. 2018 年度

から受け入れが開始され,2023 年度まで 6 期の留学

生が入学してきた. 津山工業高等専門学校（以下, 

津山高専と表記する）も受け入れ校のうちの 1 つで

ある. 留学生は１年次において日本語だけで授業

を習得することが困難であることが予想されたた

め，本校では理系教科は英語の通訳や筆談による解

説のサポートを受けることで日本人の学生と同レ

ベルで習得を目指すシステムが考案，実施されてき

た．最終的に日本語によって本科，専攻科を合わせ

た 7 年間の課程を修了するためには，まず入学から

5年後の専攻科への入試に合格しなければならない．

津山高専の専攻科の推薦入試を受験するためには，

4 年次においてクラス内の成績が席次 1/2 よりも

上位,または平均点が 75 点以上であることが求め

られる（令和 7 年度 専攻科学生募集要項 入学案内

を参照）．そのためには低学年からの学習の積み上 

 
原稿受付 令和 6年 9月 17日 
＊総合理工学科 海外展開促進 

げが大切であり，初年次の科目習得が勝敗の鍵にな

る 1）．そこで，低学年からの教育や生活でのサポー

トが強化されてきた．結果的に，自然科学系科目と

語学系科目を同時習得させることで，1 年次の成績

は上位を維持し，その時点での目標は達成できたと

評価された． 

本稿では，本著者が担当した 5，6 期（2022,2023

年度入学生）の留学生に対する１年次での具体的な

理系教科のサポートの実施方法について解説する．

支援方法は，語彙の多い教科と少ない教科によって

指導方法を調整することが効果的であったという

視点のもとに報告する． 
 

２．高等教育機関において理数系留学生の 

受け入れが盛んになった社会的背景 

 
 2008 年 3 月の中央教育審議会答申『審議のまと

め』において言及されているように 2），高専におけ

る専攻科修了と同等である大学での学士課程卒業

までの教育の構築に向けて，各学校は自らの教育理

念と学生の成長を実現する学習の場として課程を

充実させることが強く求められるようになった．そ

のなかでは，「社会からの信頼に応え，国際通用性

を備えた学士課程の教育」を実現するべきであり，

学校は各機関の学位授与の方針，教育課程編成・実

施の方針，入学者受け入れといった 3 つの方針によ

って学校経営がなされるべきであると述べられて

いる．これは，「21 世紀型市民」にふさわしい資質・
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能力を育成することへの要求であり，その一つの象

徴がグローバル教育というものになる．とりわけ先

進国においては，社会システムの変革のために，既

存の高等教育システムの再構築，政策も科学技術を

支える高等教育や産業への進展に重点が置かれ進

められてきている．いわば終わりなきワールドクラ

スでの競争の時代に突入しており，その中ではラン

キング競争，国際的通用性，そして質保証，学生の

学習成果が頻繁にテーマとしてとりあげられてい

る．グローバル化した社会の中では，研究も，教育

も，管理運営も競争にさらされ，情報が迅速に共有

されてしまう．なかでも高等教育機関に関しては，

機関の卓越性，利便性，魅力なども世界中の人々の

目にさらされ，評価されてしまう．研究においては，

理系分野に限ってではあるが，すでにアウトプット

のみならず，国際学会，国際ジャーナルを通じて研

究者が評価され，国際的な移動もめずらしいことで

はなくなっている．それゆえ，優れた研究者を輩出

した機関は，自国だけでなく世界中から優れた人材

が集まることになる．よって，資質のある留学生を

受け入れ，人材育成することは，グローバル教育の

重要な戦略であると位置付けられている 3）．もっと

も，実際には中等機関との接続の不備に悩まされ，

優れた人材育成と全般的な底上げといった両難問

を同時に解決しなければならない局面に直面し，日

本社会や高等教育は果たしてグローバル社会が求

めるスピードと質保証の要求に耐えうるのか，まだ

先が見えない状態である．これらの問題も抱えつつ，

積極的な留学生の受け入れは未来社会における社

会変革のための重要な戦略の一つであり，グローバ

ル教育の中において益々重要な鍵になってくるこ

とは言うまでもない． 

 
３．チュラポーン王女サイエンス  

ハイスクールからの留学生受入れ制度  

 

３．１ 高専留学受入れ制度の骨子 

 チュラポーン王女サイエンスハイスクール（タイ

国内でトップクラスの理数教育重点校） 12 校の中

等部の卒業生から年間 24 名（2021 年度以前の入学

者は 12 名）の留学生を受入れ，7 年間（本科・専攻

科）の高専教育を実施している． 

・受入校にて 7 年間（1～5 年次＋専攻科）の高専教

育（16～22 歳） 

１）高専機構による選抜 

２）1 校に 2 名程度が 1 年次入学 

３）少人数での日本語教育を含んだ特別カリキュラ

ム 

 

 

３．２ 本校の本事業への応募動機 

 津山高専における本事業への申請は，『学校のグ

ローバル化』と『地元との共生』を未来構築の柱と

してきたことがきっかけである．前者については学

生の海外派遣プログラムの充実や留学生の受け入

れ，後者については地元自治体，地元企業と連携し

て教育研究活動を申請以前から行ってきた．両者は

個別の課題ではなく，国際化の波は押し寄せつつあ

るものの大都市に比べればまだまだ外国人は身近

な存在とは言えない津山という地方都市にとって，

本校にやってくる留学生は，津山市，津山市民にと

って大きな国際化のツールであった．したがって，

本校の国際化は地元の要請の一つでもあった．この

ように本校でのグローバル教育は，学生の年齢が大

学よりも若いこともあり，研究評価だけに頼るので

はなく，未成年の学生の教育を地域全体で育てる手

法を取り入れている．留学生の活動をアウトプット

する方法も，地域での交流会への参加やマスメディ

アへの露出なども積極的に行うことで実行する方

針のもと，本事業への応募がなされた． 

 

３．３ 本事業において留学生たちに求められる

使命 

留学生達は上記で述べた競争社会における戦略

の一環として教育を受けているが，それと同時に国

と国との関係を良好に保つ，いわば両国間の親善大

使的な役割も担っている．しかし，国立高専は通常

の総合大学でも語学学校でもなく，理学や工学にお

ける研究，技術者養成に特化した教育機関であるた

め，留学生は単に日本語によるコミュニケーション

能力の向上だけでなく，優秀な自然科学系の技術者

に成長することが求められる．そして卒業後は帰国

し，留学経験で習得した様々な能力を，自国の発展

のために発揮させなければならない．その目標の達

成には，留学生活の早い初年次の段階において，研

究課程となる専攻科への入試に合格できる水準で

の理系，文系科目の実力，日本語でのコミュニケー

ション能力を身に付け，日本での社会生活を円滑に

行えるよう成長することが必須の課題であった． 

 

４．初年次の理工系科目での支援 

 

４．１ 自然科学系教科と支援環境 

科学系の科目において１年次に支援が実施され

たのは全理系科目である生物，情報リテラシー，物

理 I，総合理工基礎，総合理工入門，基礎数学，基

礎数学演習，総合理工実験実習であった．上記では，

日本語の文章や語彙が多く用いられる教科から順

に並べた．支援は，約 40 人の日本人学生とともに

留学生 2 人が集団授業を受講，隣に坐する支援者
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（本著者）から英語による通訳や筆談などの解説を

受ける環境にて実施された（図 1）． 

   
図 1 集団授業の中での理系教科のサポート 

 

毎授業において，英語による理解と同時に日本語

での語彙や文章の理解も促された．日本語の使用頻

度の高い生物，情報リテラシー，物理 I において

は，日ごろから小テストや補講などを実施し，英語，

日本語，ふりがな，タイ語による単語帳の作成を必

須課題とした．また比較的日本語の使用頻度が少な

い数学系の科目においては，自力での習得を促すた

めに，1 学年の後期においてはサポートを減らす試

みがなされた．入学直後のホームルームから，提出

物の期限の厳守や遅刻・欠席の厳禁などのレクチャ

ーも定期的に受け，社会生活の中で必要なマナーに

ついても厳しくしつけられたため，帰寮後の予習・

復習も問題なくクリアすることができた．  

 

４．２ 初年次の留学生の 1 週間のスケジュール 

 表 1 に，初年次の留学生の 1 週間のスケジュール

を示す．背景がグレー，太字で示された部分が，理

系の授業であり，約 40 人の集団授業の中で英語を

介した授業サポートのもとに各教科を習得した．背

景が白，太枠部分が日本語関連の授業であり，日本

人学生が文系科目を受講している間，留学生は集団

授業を離れ，日本語教員から特別カリキュラムでの

少人数講義を受けた．それ以外は，留学生用の特別

なサポートはなく，日本人とともに通常のクラスメ

ートとして集団授業を受けた． 
 
４．３ 授業以外での自然科学系教科の支援 

授業以外においても，定期試験前の補講や小テス

トなど，追加教材を作成した上で指導を行った． 

教科書に補足説明を追加したプリントや参考書

替わりとなるノートなどの教材を作成した．また年

間を通し授業内容の難易度が上がる傾向にあった

後期中間試験範囲の授業や実験においては，小テス

トを毎回実施するなど課題を増やした．その際，必

ず英語と日本語のふりがなの追記は忘れないよう

に心がけた（図 2）． 

 

図 2 授業以外でのサポート –追加教材- 

 Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. 
1 Experimental 

Practice for 
Science and 
Engineering  

Fundamental 
Mathematics Japanese Writing 

Fundamentals of 
Integrated 
Science and 
Technology  

Physics I   
2 

3 English 
Expression I 

Japanese 
Language I Biology I 

Japanese 
Conversation 
and Listening I   

Japanese 
 Language I 4 

5 
Health & 
Physical 
Education I  

Health and 
Physical 
Education I  

Fundamental 
Mathematics   
Practice 

Fundamental 
Mathematics  

Information 
Literacy 

6 Music  

7 
Japanese 
Conversation 
and Listening I    

L.H.R 
Introduction to 
Science and 
Engineering 
(1st semester, 
every 2 weeks) 

Introduction to 
Science and 
Engineering 
(1st semester, 
every 2 weeks) 8   

 

 

表 1 留学生の 1 年次における時間割（2022 年度前期） 
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また，定期試験前や夏，冬，春季の休暇中は Teams

を用い，「一年生勉強会」というチームを立ち上げ，

勉強ノートの作成，学習スケジュール，補講におけ

るレポートの管理，模擬試験などを実施した．その

際，オンラインでの共同作業などは学習内容の理解

促進に役立った．特に発展問題など日本語にて授業

内容の理解が難しい場合は，オンラインでの補講に

よる学習は効果があった（図 3）．  

図 3 授業以外でのサポート –補講- 

 
４．４ 日本語，英語，自然科学系教科での目標 

 本事業での留学生の学習目標として，大きな枠組

みとなるのが語学系教科と自然科学系教科である． 

とりわけ語学系科目は，日本語と英語の両言語の習

得が目標であったため，それぞれの目標設定に沿っ

て計画は実行された．通常，留学生は入学時までに

日本語よりも英語を先行して学習してきており，そ

の学力を利用して日本語や理系科目の習得を促す

ことが効率的であった．よって，理系科目の学習中

に，様々な現象や専門用語，常用単語を同時に教示

すると短時間で多くの内容を習得することができ

た．以下の表 2 に 1 年次における日本語と英語と自

然科学系教科における学習目標を示す． 

 
表 2 1 年次の日本語と英語と自然科学系科目の学習目標 

４．５ 自然科学と語学の同時習得 

 理系，文系問わず，全ての科目を効率よく習得す

るために，それぞれの教科において，できるだけ同

時に効率よく支援することを心がけた．理系科目も

語学が介入する割合が高い科目と低い科目がある．

言い換えると，語彙が多く文章の理解度が習得に大

きく影響する教科の学習は，語学の習得への助けに

もなる．よって，生物をはじめとする語彙や文章が

多い科目については，上述での「４．３授業以外で

の自然科学系教科の支援」を強化することで，語学

習得の相乗効果も狙い，補講や小テストなどを実施

した．逆に，数学やプログラミングなど，計算式や

グラフからの学習が主で，語彙の少ない教科につい

ては，前期の授業でほぼ必要な専門用語は習得でき

たため，後期の授業では自力で対応する訓練のため

にサポートの回数を減らす試みを行った．以下の表

3 に，自然科学系科目の各分野にて，語彙や文章の

多い順に，語学が関与する頻度を示す． 

 

表 3 各科目の習得に必要なボキャブラリと文章の量 

 

 表 3 の通り，専門用語も含め最も読み書き，なら

びに聴き取りや口頭での表現においても語学力を

要求される生物，情報リテラシーは，科目の習得以

前に語彙力や読解力を向上させる必要があった．例

えば，生物における「光合成」は，通常留学生も日

本人学生も中学校で学習済みであるが，いきなり留

学生に教科担当の教示内容を， 

 

Oxygen gas is produced during photosynthesis. 

 

と通訳しても理解できないのである．留学生が理解

できない理由は，往々にして「photosynthesis」の

ような専門用語を英語で覚えていないからである．

そ こ で 日 本 語 で の 「 光 合 成 」， 英 語 で の

「photosynthesis」がタイ語の「การสงัเคราะหแ์สง」

日本語 

1 年次においては N3（日本語能力試験の中レベ

ル）の合格が明確な到達目標であり，その結果が，

希望の専攻課程に進める判断基準の一つとなる．

理系科目においても，最終的に日本語での習得を

目指しており，それが本プログラムの最重要課題

でもあった． 

英語 

日本語の習得が完全ではない 1，2 年次において

は，理系教科の習得や日本語習得のいわばツール

として英語を利用し，それらの学習の手助けとし

て位置付け，授業や補講や試験問題での補助とし

て活用した．また，将来研究論文などを英語で投

稿する機会があることも視野に入れ，英語能力自

身の向上も同時に図った． 

自然科

学系科

目 

理系の教科については，その科目内容を理解する

ために言語能力が介入しやすい教科としにくい

教科が存在するため，それぞれの教科において，

支援の方法を変更した． 

教科 語彙の多さ 文章多さ 

生物 多い 
各現象の文章による理解が

多く求められる 

情報リテラシー 多い 
各概念の文章による理解が

多く求められる 

物理 少ない 
各現象の文章による理解が

多く求められる 

数学 少ない 
グラフや式から理解できる

内容が多く，文章による理

解は多く求められない 

プログラミング 少ない 
スクリプトから理解できる

内容が多く，文章による理

解は多く求められない 
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であると認識させるために， 

 

Green colored leaves absorb sunlight, then  

oxygen gas is produced. This phenomenon is 

called “photosynthesis”. 

 

など，母国語以外の語彙と現象を頭の中で一致させ

る簡単な英語による補足説明を加えた．このような

付加情報から 3 か国語での語彙と現象の説明文が

同期され，頭にインプットされる． 

また，外国語学習としての要素が比較的少ない数

学などの科目の自立学習の支援策として，授業で出

題された問題は全て理解をさせるように心掛けた．

このプロジェクトの留学生たちは数学が大変優秀

である．しかし，支援のなくなる 2 年次以降の授業

に対応していくためには，自力で理解することが困

難な難易度の高い問題もあきらめずに取り組む習

慣が重要であることを学ばせる必要があった．この

ような問題に直面した場合，文章による説明が困難

な時は，無理に言葉による説明は行わず，図表や式

に頼りながら理解を促した．一例として「相加平均

と相乗平均との関係」などは，言葉による説明より

も，円上の半径や直径における分割した線分の長さ

の図の方が一目瞭然である．  

以上のような各教科の特徴を生かした支援の試

みによって，自然科学と語学の同時習得を目指した． 

 

５．2022，2023年度の初年次教育における 

校内定期試験の総合結果 

 

（評価基準） 

1 年次留学生に本科への入学から 5 年後，津山高

専の専攻科へ合格（クラス平均よりも上位）できる

レベルで学力を維持できるよう実力を付けさせる

こと． 

（評価結果） 

年間学年総合成績より，支援した学生全員が学年

成績の上位 1/5 以内となり，学内における基準は満

たしたと評価された． 

成績は単に定期試験での素点だけではなく，課題

の提出率や出席率など生活態度を示す平常点も含

んでいる．これらの総合点において上位を維持でき

たことで，低学年での生活，語学を含めた支援がな

くなる 3 年次以降も自力で留学生活を乗り切り，専

攻科への入試に合格できる資質を初年次の支援に

より得たという評価につながった． 

また，日本語能力試験（JLPT）にも，支援を受け

た全員が初年次において N3（日常的な場面で使わ

れる日本語をある程度理解することができる），早

い学生は 2 年次の前半において N2（日常的な場面

で使われる日本語の理解に加え，より幅広い場面で

使われる日本語をある程度理解することができる）

に合格し，語学力向上の実績もともなった． 

以上の成果は，日本語の強化プログラムと同時に，

自然科学系教科を支援した実績から得られたもの

である．すなわち，これら複数のプログラムの相乗

効果は，留学生の初年度にける支援システムの中で

有意義に働いたと考えられる． 
 

６．ま と め 

 

理系科目を受講する際の留学生の習得目標は，教

科の内容の理解と日本語能力，加えて英語能力の向

上と，通常の日本人学生よりも要求されるものが多

かった．しかし，これらの相乗効果を利用すれば，

比較的短時間において全ての目標を達成しやすい

と示唆された．ただし, 元々タイ政府奨学金留学生

として選抜される時点で，留学生活に耐え得る潜在

的な能力は確認済みであることが前提での結果で

ある．また，1 年時の学力とともにそれ以降の学力

や生活力やコミュニケーション力も留学生活を成

功させる必須要因であるため，初年度の全体的なサ

ポートの成果は 2 年次以降においても問われるこ

とになる．本プロジェクトによる学生がまだ在学中

であるため，全ての結果が評価される段階ではない

が，1 年次といった短期間での理系教科と文系教科

の同時習得という意味では，支援の効果はあったも

のと考えられる． 

本報における留学生への初年次での自然科学系

科目の支援が，グローバル教育の一環として，有意

義な一例となることを期待している． 
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